
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基礎学力の向上と定着
〇学力診断・各種適性検査を活用

○家庭学習が定着したという生徒の
割合を85％以上とする。
〇学力診断に基づく客観的分析を行
い、問題解決できる生徒の割合70％
以上とする。

・就職試験に対応できる普通教科の
基礎学力定着を重点的に指導する。
・主体的な進路選択ができるよう、
客観的データを有効に活用しながら
進路指導を行う。 Ｂ

・基礎学力の定着に向け、単元ごとの小テ
ストの実施や課題の精選を通じて成果を上
げている。試験問題の内容についても職員
間でチェックを行った。
・進路目標に応じた到達目標示して指導を
行い力をつけさせた。

Ｂ

・家庭学習が定着したとアンケートに答え
た生徒の割合は81.3％であり、目標を若干
達成するまでにはいかなかった。
・年２回のGTZの分析結果から、1年生は
国語で中間層の数が増加し、数学では
70％程度解答し問題解決できた。2年生は
国語、数学、英語ともに目標達成は難し
かった。

Ｂ

・社会に出て基礎学力の必要性を生徒に解
らせる事が必要ではないかと思う。
・課題の精選は重要な努力目標である。

・進路指導
・教務

○確かな知識と技能の習得
〇高度な資格取得

○会計科は、３年次までに日商簿記
検定２級を全員取得する。
○情報処理コースは、３年次までに
全商検定で４種目以上の１級を取得
する。
○ＯＡコースは、３年次までに全商
検定で２種目以上の１級を取得す
る。

・商業科目の中で、資格取得の意義
を理解させるとともに、資格の活用
についても考えさせる指導を行う。
・資格取得の有用性を考えさせる進
路指導を行う。 Ｂ

・会計科の日商簿記検定２級は、Web試験
も導入され受験機会も増えた。進捗状況に
応じて受験している。12月までの取得率
は、３年生100％２年生65％である。
・情報処理コースは、12月までに１級取
得率は、３年生で３種目33％４種目18％
である。
・ＯＡコースは、12月までの２種目以上
１級取得率は、３年生で24％である。

Ａ

・会計科は、中間評価ですでに３年生は日
商簿記２級を100％達成できている。
・情報処理コースは、３年生で全商検定４
種目１級を30％が取得し、目標をもって
取り組んだ。
・ＯＡコースは、３年生で全商２種目１級
を33％取得し概ね目標に向かって取り組
むことができた。

Ａ

・素晴らしい合格率だと思う。簿記にして
も情報処理にしても先生方には、就職して
即戦力で使える授業をお願いしたい。
・目標を持たせる取組みができているた
め、今後も継続してほしい。
・成果が顕著に表れています。

・商業科

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身につける教育活動

○複数の機会を用いて指導をした教
員の割合を９０％以上とする。
○ＳＮＳを適切に取扱っているとす
る生徒の割合を８０％以上とする。

・すべての教科・科目、特別活動などの
時間において、道徳教育を念頭に置いた
指導を行い人や社会の多様性を理解させ
る。
・ＳＮＳの取扱いや情報モラルについて
は、特に高い頻度で指導を行う。

Ａ

・授業やＨＲを通して多様性や思いやりの
気持ちをもつような教育活動を実施した。
・集会や外部講演の時間を設けてＳＮＳの
取扱いや情報モラルについて繰り返し適切
な使用の注意喚起を行った。

Ａ

・授業やＨＲで担任指導を行ったり、集会
を通して全体に対して定期的に事例などを
挙げて終始した割合が、94.4％であった。
・ＳＮＳの活用やモラルに関して適切に利
用していると言う割合が97.7％と十分周知
できた。

Ａ

・学校の取組みは、十分だと思う。このま
ま継続していただきたい。

・人権同和教育担当
・生徒指導

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

○いじめ防止策について、日ごろか
ら組織的に対応していると考える教
員の割合を９０％以上とする。
○いじめを許さない教育が行われて
いると考える生徒の割合を７０％以
上とする。

・いじめの覚知、認知の定義につい
て、職員会議等で周知徹底するとと
もに、対応マニュアルの見直しを行
う。 Ｂ

・学期１回のいじめアンケートを実施し、
迅速な覚知と認知に努めた。
・いじめに関する新聞報道等は、朝礼で職
員に周知していじめ予防に最善を尽くすよ
うに周知した。

Ａ

・職員間でいじめの予防に努めたり、研修
会で正確で積極的な認知について理解した
りした。組織的に対応していると認識して
いると全職員が意識している。
・いじめを許さない教育がなされていると
考えている生徒の割合は、92.2％であり十
分周知できている。

Ａ

・いじめは、100％なくなるものではない
と思う。いじめとふざけの境を生徒に考え
させる必要がある。 ・各学年主任

・教育相談

◎唐津（地元）への愛着を醸成する
ための教育

◎佐賀県や唐津市（地元）に誇りと
愛着を感じる生徒の割合を８５％以
上とする。

・地域の伝統文化に精通している人
や地域貢献活動を行っている人を招
いて講演会を行う。 Ａ

・名護屋城博物館より講師を招聘し、唐津
の観光や歴史に関する講演を開催した。ア
ンケート結果95％の生徒が観光都市への
理解が深まったと回答した。

Ａ
・中間評価のアンケート結果通り地元唐津
への愛着は醸成されている。

Ａ
・唐津を愛し、最後は唐津に戻ってきても
らいたい。
・地元と関りがあることで、更に愛着が湧
くと思います。

・教務
・管理職

●健康・体つくり

●「望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成」

〇健康診断後の受診率向上

●「健康に食事は大切である」と考
える生徒の割合を90％以上とする。

〇健康診断後の各検診の生徒の再受
診率を60％以上とする。

・朝食喫食率調査を継続する。
・手作り弁当を推奨する。

・健康診断後の受診勧奨と保健指導
を継続して行う。

Ａ

・11月に食育アンケート実施して毎日朝
食を食べると答えた生徒が84.6％と回答。
・昼食に弁当を持参していると回答した生
徒が97.3％（昨年比＋0.4％）栄養バラン
スが大切だと思う生徒が増加した。

Ａ

・朝食を摂ることの大切さを授業や講演会
で改めて実感した生徒の割合が97％と食
事の大切さを意識する生徒が増加した。
・健康診断後の再受診率は、27％であ
る。家庭の協力がなければ受診率向上は難
しい。

Ａ

・弁当の持参率97.3％には驚きました。保
護者の意識向上がうかがえる。
・家庭の協力が重要。家庭でも食習慣につ
いて話し合える時間を作ってほしい。
・健康診断後の再受診率を上げるために
は、三者面談を活用した方がよい。

・保健

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校時間の上限を遵守する。
〇全教職員の時間外勤務時間の上限
を意識した働き方の浸透を図る。

・定時退勤日を毎週水曜日に設定す
る。
・学校閉庁日を8月7日～16日に設定
する。
・主任会議での提案者説明資料を簡
略化し、会議時間の短縮を図る。

Ａ

・時間外在校時間月45時間以内、年間360
時間以内の目標を周知し、11月末時点で平
均30.56時間（昨年比△2時間32分）であ
る。
・学校閉庁日に78.6％～86.7％の職員が夏
季休暇を取得した。

Ｂ

・時間外在校時間月45時間以上の月が6月
以上であった職員が5人いたため改善の余
地がある。
・主任会議は、ほぼ時間内に終了し、提案
者の資料説明も簡素化できている。

Ｂ

・学校業務と部活動の両立は、大変だと思
う。
・これからも働きやすい職場環境にしてく
ださい。
・具体的な仕事の精選を行ってください。

・管理職

○年休取得の促進 ○全教職員月１回以上の年休取得を
目指す。

・年休取得を呼びかける。
（定期考査中や長期休業中に取得促進）
・部活動試合等を計画的に実施する。 Ａ

・定期考査等には年休消化を呼びかけ年休
消化率は11月末平均で12日であり、12月
末時点では更に上昇する見込みである。

Ａ
・１年間の全職員年休消化の平均が14日
を達成できた。これまでの年休消化の呼び
かけの効果が出た結果である。

Ａ
・年休の完全消化は、管理職がお手本と
なってください。 ・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域貢献活動

○地域清掃・イベント活動参加を通
して広く地域から支持される生徒づ
くりの育成

○学校全体で取り組んだり、学年や
部活動単位で取り組んだりする活動
を、学期に１回以上行う。

・虹の松原、学校周辺の清掃活動を
行う。
・地域行事やイベントに積極的に参
加する。
・部活動単位での活動を推進する。

Ｂ

・コロナ禍で前半は、活動を制限されたこ
とが多かった。開校記念登山も計画した
が、天候に恵まれず清掃活動に繋げること
はできなかった。
・野球部は、唐津くんち前に地域清掃活動
を実施し街頭清掃に貢献した。

Ａ

・年間を通して集団での活動が制限される
状態が続いた。そんな中、３年生の虹の松
原清掃活動は晴天の中、NPO法人KANNEと
指導のもと景勝地のクリーンアップを実施
できた。３月には、1，2年生も虹の松原
清掃活動を計画している。

Ａ

・生徒自身に地域貢献についてどんなこと
ができるかを話し合わせてはどうかなと思
う。
・部活動単位や学年単位など誰でもが何か
に参加できている。

・特別活動
・各部活動顧問

○ビジネス教育の育成

○からつ学美舎（インターネット・
ショッピング・モール）の活動を通
した地域産業への貢献

〇未来の唐津を担う人材として社会
で活躍できる生徒を育成する。
〇オリジナル商品の開発と出展企業
の商品販売の促進に協力する。

・地域の中小企業が生き残るための
アイデアを事業主とともに考えＰＲ
できる取り組みを考えていく。 Ｂ

・昨年に引続き地元企業や協賛企業からの
校外販売実習の依頼はなかった。しかし、
ＮＰＯ法人企画とのコラボによる販売実習
に取組んだ。

Ａ
・コロナ禍の学美舎協賛企業を応援する校
内販売は、大いに役立った。また、グルメ
班で１社とオンラインショップで２社の新
規企業に参加してもらった。

Ａ
・インターンシップが、ビジネス教育の近
道かと思うので、早期再開を期待する。 ・商業科

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナ禍でも学校行事では、対面・リモート・野外開催等感染状況に応じて開催できた。授業もオンライン授業の実施で学びを止めない学習をすることができた。
・生徒の進路保障は、今年も就職・進学１００％を達成できた。家庭と学校が一体となって取り組んだ成果だと評価できる。また、県内就職は、昨年度の７５％にはとどかなかったものの６７．７％と貢献した。
・次年度は、生徒が４０人増加する。４クラスを維持するため唯一無二の魅力ある学校づくりに取り組まなければならない。

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

２　学校教育目標
生徒一人ひとりの能力を伸ばし、幅広い知識と教養を身に付けさせるとともに、ビジネスの確かな知識と技能を習得させ、地域社会や経済社会の発展に寄与できる、心豊かで心身と
もに逞しい人材を育成する。

３　本年度の重点目標

①　先行き不透明な社会を逞しく生き抜くため、様々な教育活動の中で、幅広い知識と教養を身に付けさせるとともに、豊かな想像力と自由な創造力、またコミュケーションが円滑に図れる能力を養い、
地域に貢献できる人材を育成する。
②　県内唯一の会計科を有するという特性を生かし、商業高校における簿記教育 の牽引的な役割を担うとともに、高度な資格取得を有する会計人の育成及び資格を生かした進学や就職の実現を目指す。
③　ビジネス教育と部活動を核とした魅力ある学校づくりを目指す。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立唐津商業高等学校

１　前年度
　　評価結果の概要

・県内就職は、昨年度７５％達成でき大きな成果であった。今年度もコロナ禍ではあるが、この水準を維持できるように努力する。
・今年度は、生徒が４０人減少。３年間で１２０人の生徒が減少が見込まれるため、学校の勢いを維持するための方策を工夫する必要がある。


